
第１節　パートナーシップのまちづくり

目指す将来像

基本方針

　住民・地域・事業者などと行政がそれぞれの役割と責任を果たし、得意とする能力やアイデアを出し合いな
がら協力することで、地域社会が抱える課題を解決できる力を備えたまちとします。

　住民や地域、企業、学校などと行政がそれぞれの役割分担によるパートナーシップのまちづくりが進む仕組
みを構築するために、時代にあった情報の共有化や地域づくりへの人材育成を促進し、住民の参画を促すとと
もに、まちづくり活動支援制度の推進を図り、新たな支援の形も構築していきます。

みんなの思いがカタチを成すまち第６章　  基本目標６

主要事業 実施団体等 事業概要

多様な人材育成

主要事業

パートナーシップの仕組みづくり
町・地域・
企業・学校・
住民等

町・地域・
企業・学校・
住民等

町・地域・
住民等

・まちづくり活動支援制度の実施・推進
・新たな支援制度の創設

・広報紙・LED電光掲示板による情報発信
・ホームページ・SNS・アプリによる情報共有
・情報のオープンデータ化の実施・推進
・まちづくり懇談会の実施
・地域リーダーの育成
・ボランティア組織の育成
・情報公開と個人情報保護の推進

・審議会・委員会委員の公募制度の充実
・パブリックコメントの実施住民参画の推進 町・住民

町

情報の共有化

情報公開の推進

◆広報紙・ホームページなど町政に関する情報の把握に努めましょう。
◆オープンデータを有効活用し地域課題の解消に役立て、住民生活の向上に努めましょう。
◆パブリックコメント制度、住民アンケートなどを利用して、まちの政策形成過程に参画しましょう。
◆まちづくり懇談会などに積極的に参加しましょう。
◆公募される審議会や委員会に積極的に参加しましょう。
◆まちづくり活動に積極的に参加しましょう。
◆みんなでボランティア活動への参加を広く呼びかけましょう。

◆町民提案事業（わくわくアイデア事業）実施要綱
◆協働推進事業（わくわくコラボ事業）補助金交付要綱

関連する個別計画など

第２節　コミュニティ活動

目指す将来像

基本方針

　顔の見える身近な基礎的コミュニティを中心に、住民が主体となり地域の特性を生かした活動により高
い地域力が確保され、住民が地域への愛着と誇り、人と人とのつながりを実感できるまちとします。

　今後の社会は、「共助」による「地域防災力」や、地域福祉を支える地域共生社会の実現などに向けて、人
と人とのつながりを基本とする住民主体の基礎的コミュニティの活性化や成熟化を促進します。
　大字･自治会などの活動に対する支援を図るとともに、「自分たちの地域は自分たちの力で創造する」と
いった意識の高揚による自主的なコミュニティ活動の活性化を推進します。

主要事業 実施団体等 事業概要

主要事業

コミュニティ意識の高揚

コミュニティ活動の活性化支援 ・大字･自治会活動の支援・補助
・コミュニティ推進協議会の支援・補助

・大字･自治会集会所等の運営費補助
・大規模改修の補助
・コミュニティ活動備品に対する補助

・広報等によるコミュニティ活動のPR

コミュニティ施設の管理･運営支援

町・大字・
自治会・

コミュニティ

町・大字・
自治会・

コミュニティ

町・大字・
自治会・

コミュニティ

◆住んでいる地域に関心を持ち、自治会や自主防災会などコミュニティを支える活動に積極的に参加しましょう。
◆大字・自治会の催し、コミュニティ主催の行事にはみんなで参加しましょう。
◆地域のコミュニティ施設を有効に活用し、コミュニティの活性化を目指しましょう。

◆行政協力費補助金交付要綱
◆町立施設大規模修繕等実施要綱
◆地域コミュニティ事業補助金交付要綱

関連する個別計画など

住民とのパートナーシップ
住民とのパートナーシップ
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▲個別計画一覧表へリンクします
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第１節　パートナーシップのまちづくり

目指す将来像

基本方針

　住民・地域・事業者などと行政がそれぞれの役割と責任を果たし、得意とする能力やアイデアを出し合いな
がら協力することで、地域社会が抱える課題を解決できる力を備えたまちとします。

　住民や地域、企業、学校などと行政がそれぞれの役割分担によるパートナーシップのまちづくりが進む仕組
みを構築するために、時代にあった情報の共有化や地域づくりへの人材育成を促進し、住民の参画を促すとと
もに、まちづくり活動支援制度の推進を図り、新たな支援の形も構築していきます。

みんなの思いがカタチを成すまち第６章　  基本目標６

主要事業 実施団体等 事業概要

多様な人材育成

主要事業

パートナーシップの仕組みづくり
町・地域・
企業・学校・
住民等

町・地域・
企業・学校・
住民等

町・地域・
住民等

・まちづくり活動支援制度の実施・推進
・新たな支援制度の創設

・広報紙・LED電光掲示板による情報発信
・ホームページ・SNS・アプリによる情報共有
・情報のオープンデータ化の実施・推進
・まちづくり懇談会の実施
・地域リーダーの育成
・ボランティア組織の育成
・情報公開と個人情報保護の推進

・審議会・委員会委員の公募制度の充実
・パブリックコメントの実施住民参画の推進 町・住民

町

情報の共有化

情報公開の推進

◆広報紙・ホームページなど町政に関する情報の把握に努めましょう。
◆オープンデータを有効活用し地域課題の解消に役立て、住民生活の向上に努めましょう。
◆パブリックコメント制度、住民アンケートなどを利用して、まちの政策形成過程に参画しましょう。
◆まちづくり懇談会などに積極的に参加しましょう。
◆公募される審議会や委員会に積極的に参加しましょう。
◆まちづくり活動に積極的に参加しましょう。
◆みんなでボランティア活動への参加を広く呼びかけましょう。

◆町民提案事業（わくわくアイデア事業）実施要綱
◆協働推進事業（わくわくコラボ事業）補助金交付要綱

関連する個別計画など

第２節　コミュニティ活動

目指す将来像

基本方針

　顔の見える身近な基礎的コミュニティを中心に、住民が主体となり地域の特性を生かした活動により高
い地域力が確保され、住民が地域への愛着と誇り、人と人とのつながりを実感できるまちとします。

　今後の社会は、「共助」による「地域防災力」や、地域福祉を支える地域共生社会の実現などに向けて、人
と人とのつながりを基本とする住民主体の基礎的コミュニティの活性化や成熟化を促進します。
　大字･自治会などの活動に対する支援を図るとともに、「自分たちの地域は自分たちの力で創造する」と
いった意識の高揚による自主的なコミュニティ活動の活性化を推進します。

主要事業 実施団体等 事業概要

主要事業

コミュニティ意識の高揚

コミュニティ活動の活性化支援 ・大字･自治会活動の支援・補助
・コミュニティ推進協議会の支援・補助

・大字･自治会集会所等の運営費補助
・大規模改修の補助
・コミュニティ活動備品に対する補助

・広報等によるコミュニティ活動のPR

コミュニティ施設の管理･運営支援

町・大字・
自治会・

コミュニティ

町・大字・
自治会・

コミュニティ

町・大字・
自治会・

コミュニティ

◆住んでいる地域に関心を持ち、自治会や自主防災会などコミュニティを支える活動に積極的に参加しましょう。
◆大字・自治会の催し、コミュニティ主催の行事にはみんなで参加しましょう。
◆地域のコミュニティ施設を有効に活用し、コミュニティの活性化を目指しましょう。

◆行政協力費補助金交付要綱
◆町立施設大規模修繕等実施要綱
◆地域コミュニティ事業補助金交付要綱

関連する個別計画など

住民とのパートナーシップ
住民とのパートナーシップ
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▲個別計画一覧表へリンクします
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第３節

目指す将来像

基本方針

　男女が互いに尊重しあい、意思決定を含む対等な社会参加が保障され、それぞれの個性と能力を平等に発
揮することで、共に仕事・家庭・地域活動にいきいきと参画しているまちとします。
　また、国際化社会が進む中、子どもから高齢者まで地域住民が外国人の文化や習慣を理解しながら国際感
覚を身に付け、お互いが偏見や差別なく暮らしやすいまちとします。

　住民が対等な立場で参画できる環境が必要であるため、地域で暮らす人々が性別や国籍を超えて、お互い
を尊重し、喜びと責任を分かち合える社会を目指します。
　男女共同参画についての意識啓発を図り、社会のニーズに対応した、男女ともに安心して仕事と子育てが両
立できる環境づくりを推進します。
　また、国際化社会に対応したまちづくりを進めるため、文化や習慣の違いなどを理解するための情報発信や
教育の推進を図り、外国人が暮らしやすい環境づくりに努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

多文化共生の推進

主要事業

男女平等意識の高揚 町

町・
社会福祉法人・
NPO法人

町・学校・
地域等

・男女共同参画講演会の開催
・人権教育研修会の参加促進
・性的少数者（LGBTなど）への理解促進

・国際理解教育の推進
・外国人が暮らしやすい環境整備

・男女共同参画プランの推進
・女性リーダーの育成
・女性団体の育成

・一時保育・延長保育・学童保育などの実施
・介護支援施策の整備

男女共同参画社会の形成 町

就労環境の整備

◆職場、学校、地域、家庭等で男女共同参画の推進に努めましょう。
◆家族がお互いに協力し、家事、子育て、介護等を行いましょう。
◆お互いを社会の対等なパートナーとして認め合い、尊重しましょう。
◆外国の文化や社会への理解を深めましょう。
◆外国人も暮らしやすいまちをつくりましょう。

◆阿久比町教育指針　◆男女共同参画プラン　◆子ども・子育て支援事業計画

関連する個別計画など

第４節　交流

目指す将来像

基本方針

　次世代を担う子どもたちが世界と出会い、より広い価値観や考え方を身に付けた人材を育成し、活気あ
ふれるまちとします。
　また、幅広い住民の交流は地域活性化や人材育成につながり、まちの魅力と価値観を高め、関係人口・
交流人口の増加につながる選ばれるまちとします。

　小中学生の海外派遣や受入事業をはじめとした国際交流活動を促進します。
　また、国内各地域との交流をまちの活性化や人材育成につなげるとともに、町内のにぎわい拠点を中心
とした幅広い住民交流が生み出す活力をコミュニティ活動や産業の振興にむすびつけ、まちの魅力を創
出し、地域間交流に生かしていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

主要事業

地域間交流の推進

国際交流の推進

・ほたるサミットなどによる交流の促進
・シティプロモーションの推進
・姉妹都市提携の検討

・広域連携による新たな行政課題の調査研究
・知多半島観光圏協議会による交流人口の創出
・中部国際空港や近隣市町村と連携した活動の推進

・小中学生海外交流

広域連携の推進

町・学校

町・地域・住民

町・協議会等

◆国際交流事業に参加しましょう。
◆自主的な地域間交流活動を行いましょう。
◆地域資源を再発見し、自分たちの暮らすまちに愛着と誇りを持ちましょう。

◆阿久比町教育大綱
◆阿久比プレイガーデンプロジェクト

関連する個別計画など

みんなの思いがカタチを成すまち第６章　    基本目標６

男女共同参画・
多文化共生

住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ

▲個別計画一覧表へリンクします

▲個別計画一覧表へリンクします
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第３節

目指す将来像

基本方針

　男女が互いに尊重しあい、意思決定を含む対等な社会参加が保障され、それぞれの個性と能力を平等に発
揮することで、共に仕事・家庭・地域活動にいきいきと参画しているまちとします。
　また、国際化社会が進む中、子どもから高齢者まで地域住民が外国人の文化や習慣を理解しながら国際感
覚を身に付け、お互いが偏見や差別なく暮らしやすいまちとします。

　住民が対等な立場で参画できる環境が必要であるため、地域で暮らす人々が性別や国籍を超えて、お互い
を尊重し、喜びと責任を分かち合える社会を目指します。
　男女共同参画についての意識啓発を図り、社会のニーズに対応した、男女ともに安心して仕事と子育てが両
立できる環境づくりを推進します。
　また、国際化社会に対応したまちづくりを進めるため、文化や習慣の違いなどを理解するための情報発信や
教育の推進を図り、外国人が暮らしやすい環境づくりに努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

多文化共生の推進

主要事業

男女平等意識の高揚 町

町・
社会福祉法人・
NPO法人

町・学校・
地域等

・男女共同参画講演会の開催
・人権教育研修会の参加促進
・性的少数者（LGBTなど）への理解促進

・国際理解教育の推進
・外国人が暮らしやすい環境整備

・男女共同参画プランの推進
・女性リーダーの育成
・女性団体の育成

・一時保育・延長保育・学童保育などの実施
・介護支援施策の整備

男女共同参画社会の形成 町

就労環境の整備

◆職場、学校、地域、家庭等で男女共同参画の推進に努めましょう。
◆家族がお互いに協力し、家事、子育て、介護等を行いましょう。
◆お互いを社会の対等なパートナーとして認め合い、尊重しましょう。
◆外国の文化や社会への理解を深めましょう。
◆外国人も暮らしやすいまちをつくりましょう。

◆阿久比町教育指針　◆男女共同参画プラン　◆子ども・子育て支援事業計画

関連する個別計画など

第４節　交流

目指す将来像

基本方針

　次世代を担う子どもたちが世界と出会い、より広い価値観や考え方を身に付けた人材を育成し、活気あ
ふれるまちとします。
　また、幅広い住民の交流は地域活性化や人材育成につながり、まちの魅力と価値観を高め、関係人口・
交流人口の増加につながる選ばれるまちとします。

　小中学生の海外派遣や受入事業をはじめとした国際交流活動を促進します。
　また、国内各地域との交流をまちの活性化や人材育成につなげるとともに、町内のにぎわい拠点を中心
とした幅広い住民交流が生み出す活力をコミュニティ活動や産業の振興にむすびつけ、まちの魅力を創
出し、地域間交流に生かしていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

主要事業

地域間交流の推進

国際交流の推進

・ほたるサミットなどによる交流の促進
・シティプロモーションの推進
・姉妹都市提携の検討

・広域連携による新たな行政課題の調査研究
・知多半島観光圏協議会による交流人口の創出
・中部国際空港や近隣市町村と連携した活動の推進

・小中学生海外交流

広域連携の推進

町・学校

町・地域・住民

町・協議会等

◆国際交流事業に参加しましょう。
◆自主的な地域間交流活動を行いましょう。
◆地域資源を再発見し、自分たちの暮らすまちに愛着と誇りを持ちましょう。

◆阿久比町教育大綱
◆阿久比プレイガーデンプロジェクト

関連する個別計画など

みんなの思いがカタチを成すまち第６章　    基本目標６

男女共同参画・
多文化共生

住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ

▲個別計画一覧表へリンクします

▲個別計画一覧表へリンクします
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資料

第５節　行政経営

目指す将来像

基本方針

　自己決定・自己責任が求められる中、住民のニーズに対応した質の高い行政サービスの提供に努め、計画
的で効率的な財政運営のもと、住民から信頼される行政運営が行われているまちとします。

　社会保障費の増加、公共施設の老朽化対策等により、今後さらに厳しい財政状況となることが予想されま
す。必要な行政サービスを維持し、施設の長寿命化や更新を計画的に進め、効率的な行政運営に取り組むとと
もに、地域・企業・周辺自治体との連携などに取り組み、持続可能な行政運営を維持していきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

広域行政の推進

公共施設等の有効活用

主要事業

効率的な行政運営 町

町

町

町

・機構改革、行政評価、指定管理者制度、民間活力の導入
・技術革新による業務の効率化

・公共施設の最適化
・未利用町有地の有効利用

・企業誘致による税収の確保
・町民に分かりやすい財務情報の公表
・地方公会計の推進、財政運営の効率化・適正化
・経常経費削減の徹底
・入札の公平性・競争性及び品質の確保
・自主財源の確保

・自治大学校･市町村アカデミーへの派遣
・各種研修の活用による職員の資質向上
・人事評価制度の活用

・消防・救急・斎場、し尿・ごみ処理、下水処理など効果的・
 効率的な行政運営の実施

健全な財政運営 町

職員の資質向上

◆町の行財政への関心を持ちましょう。

◆事務事業評価　◆特定事業主行動計画　◆公共施設等総合管理計画
◆研修基本計画　◆ICT部門の業務継続計画

関連する個別計画など

みんなの思いがカタチを成すまち第６章　    基本目標６

住民とのパートナーシップ

▲個別計画一覧表へリンクします
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